






越智：入社後、本社で、松下幸之助さんに直
接お会いされた時は、どんな印象でしたか？
弘兼：やはり特別なオーラを放っておられる
ように感じましたね。本社の社員全体に向け
たお話を伺う機会もありました。また、僕の所
属する企画部は会長室と同じ3階にあって、
時々出会うのですが、みんな足が止まって
「ハッ」とした表情で挨拶をしていました。直
接会話したことはありませんが、近くで見かけ
るだけで緊張する別格な存在でしたね。僕は
あまり緊張することはないのですが。
越智：それはなかなか貴重なご経験でした
ね。

越智：松下電器に3年間お勤めになられてか
ら、なぜまた漫画家を目指されたのですか？
弘兼：松下電器では企画部に所属して、広告
のディレクションをしていました。その中で、さ
まざまなデザイナーと親睦がありました。ある
時、会食の後にたまたまデザイン会社の近く
を通ったので顔を出したら、深夜12時近いと
いうのに彼らは一生懸命広告制作していまし
た。その姿を見て、自分はもともと何かを生み
出す仕事をしたかったのだと、思い出しまし
た。
越智：それからはどのように？
弘兼：方向性を見極めるためにある程度の準



平成か ら令和へ

広島大学の足跡をたどる
特集

取材協力：75年史編纂室

石田 雅春 准教授

キャンパス移転を経て、総合研究大学へと進化を遂げた広島大学
平成は新キャンパスと共に発展し、現在につながる基盤を築いて

いった時代だったと言うことができます。「キャンパスの有り様は変

わっても、まじめで知力が高い学生の気質は開学当初から変わらな

いと感じます。留学生や県外出身者が増え、学生が多様化しても堅

実な学生が多いのは、教員を志す人が多く集まってくるからなのか

もしれません」と石田准教授。

　広島大学を語る上で「平和」というキーワードは欠かせません。し

かし、被爆者の高齢化やキャンパス移転によって学生らが旧理学部

１号館など原爆の傷あとに触れ、「平和」について考える機会が減少

しました。そこで、平成23年（2011年）に平和科目を開講し、必修
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―グローバル化やインターネットの普及が進み、人々の生活が目ま

ぐるしく変化していった平成から令和の時代へ。広島大学も社会の

変化に合わせて常に進化を遂げてきました。今号では、現在75年

史を編纂中の石田雅春准教授が広島大学の歩みを振り返ります。

　昭和47年（197２年）から平成7年（1995年）にかけて、広島大学

ではキャンパスの統合移転という大プロジェクトが行われました。平

成7年（1995年）に移転が完了し、それまで県内5市4町の19地区に

分散していたキャンパスは、東広島と広島の2拠点に。東広島周辺は

急速に発展し、キャンパスも活気づいていきました。広島大学にとって
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科目に指定しました。「原爆の記憶を継承するためにも、時宜にか

なった措置だったと思います」と石田准教授。「建学の精神や理念5

原則も平和を重視しており、本学の研究・教育とは切っても切り離せ

ない。被爆地ヒロシマの大学として、今後も平和を発信し続けていか

なくては」と語ります。

　平成は大きな改革が断行されました。中でも、特筆されるのは、平成

16年（2004年）の国立大学法人化とそれに先立つ大学院の重点化

です。世界大学ランキングの普及もあり、全国の大学は競争時代に突

入。広島大学は総合研究大学へと軸足を移し、組織改編や長期ビ

ジョンの策定など次 と々改革を進めました。平成26年（2014年）には
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ジョンの策定など次 と々改革を進めました。平成26年（2014年）には

文部科学省のスーパーグローバル大学創成支援事業「タイプA」に採

択され、日本だけでなく世界の研究・教育に貢献していくことを期待さ

れています。「周年史を編纂して見えてきたのは、研究力の高い広島大

学の姿。全国の大学教員に占める広大出身者の割合は、継続的に高い

数字を示しています。基礎力がある大学なので、さらに研究力は伸びて

いく」と石田准教授は期待します。平成31年（2019年）4月には大学

院研究科の再編をスタートし、分野の垣根を超えた研究環境を整備

していく予定です。昭和から平成、そして令和へ。時代の要請に応えな

がら、広島大学は100年後にも世界で光り輝く大学を目指し、これか

らも躍進していきます。
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大学史に刻まれる大きな出来事を幾度も経験　 した平成の30年間

JR西条駅と本学を結ぶ
並木道の大部分が完成。

ブールバール開通
H4（1992）

・附属病院入院棟開院

・医学部附属病院と歯学部附属    
　病院を統合

・国立大学法人
 広島大学設立

・大学院法務研究科
 設置

・薬学部設置

・大学院総合科学研究科設置

広島大学の相撲部を
題材にした映画
『ちゃんこ』が公開

H17（2005）中央図書館完成
H3（1991）

大学院国際
協力研究科
設置

H6（1994）

・阪神・淡路大震災に
 救援隊と豊潮丸を派遣

大学院先端物質
科学研究科設置

H10（1998）

・校友会設立

放射光科学
研究センター設置

広
大
の
平
成
史

広島大学創立50周年記念事業の一環
として建設された。

・サタケメモリアルホール完成

H15（2003）
1.5m光学赤外線望遠鏡を設置した天文台
が、西条町下三永の標高503mの山頂に完成。

・宇宙科学センター附属
 東広島天文台完成

H18（2006）

・広島大学
 総合博物館開館

オリエンテーション
キャンプが学部開催に

H5（1993）

昭和47年に決定し、始まった統合移
転が23年もの歳月をかけて完了。
11月には記念式典が開催された。

移転工事前（下）と移転完了後（左）の
東広島キャンパスの航空写真。

工学部（S57）、生物生産
学部（S63）に続き、
教育学部・教育学部
福山分校が
東広島市に移転を完了

H1（1989）

・東広島キャンパス移転完了

・大学理念５原則制定

H7（1995）
・緊急被ばく医療支援
 チーム派遣

・平和科目開講

H23（2011）

スーパーグローバル大学創成
支援事業「タイプA（トップ型）」採択

両生類研究施設の研
究チームにより、内臓
が透けて見える透明カ
エル「スケルピョン」が
誕生。解剖せずに生き
たままで内臓や血管な
どを観察できるように。

・世界初
 透明カエル誕生

オバマ氏が現職のアメリカ大
統領として初めて広島を訪問。
原爆死没者慰霊碑で献花後、
演説で核兵器廃絶を訴えた。

大学院再編に
より、統合生命
科学研究科と
医系科学研究
科を設置

H31（2019）

・ 防災・減災研究センター設置
・第1回ピース・レクチャー・
 マラソン開催

・「ゲノム編集先端人材育成
 プログラム」が平成30年度
 卓越大学院プログラムに採択

・情報科学部、
  総合科学部国際共創学科設置

・硬式野球部
  35年ぶりに全日本大学野球
 選手権大会出場

H30（2018）

H28

H19（2007）

地域社会・
国際社会と
の共存

平和を
希求する
精神

新たなる
知の創造

絶えざる
自己変革

豊かな
人間性を
培う教育

・広島大学東千田未来創生
 センター設置

平成元年

阪神・淡路大震災

カープ25年ぶりのリーグ優勝
オバマ大統領広島訪問

西日本豪雨災害

平和記念公園が
国の名勝に指定

広島大学
創立60周年

平成31年

広島大学理念５原則

平成の広島ニュース

オバマ大統領
広島訪問

平成28年に広島東洋カー
プが25年ぶりにリーグ優
勝を達成。続く平成29年、
30年にも優勝を果たし、
リーグ3連覇となった。

H28-H30 広島東洋カープがリーグ3連覇

カープ6度目の
リーグ優勝

平成から令和へ特集

H8（1996）

H16（2004）

・第1回 知のフォーラム
 「広島大学から世界へ
  ～世界のトップ研究者に聞く～」を開催

H28（2016）

・広島大学病院診療棟開院

・研究大学強化促進事業採択

広島大学
創立50周年

東日本 大震災・
福島原発事故

H26（2014）

H25（2013）
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水素研究が強み。新しいエネルギー社会の中で
気の置けないメンバーと共に世界から信頼されるチームへ
















